
出願品種の属す
る農林水産植物
の種類

出願品種の名称 出願者の氏名又は名称及び
住所又は居所

品種登録出願の
番号及び年月日

Abelia R. Br. WEVO２ Wevo Stek B.V.

Gouwedreef 1, 2811PX Reeu-
wijk, The Netherlands

第27406号
平成24年９月18日

〃 KEYLIB Klemens Keysers

Walbeckerdyck 2, 47625 Kevela-
er, Germany

第27447号
平成24年10月３日

Antigonon
leptopus Hook.
et Arn.

HOHO 堤一生
静岡県浜松市北区三ヶ日町大崎
800

第27455号
平成24年10月10日

Antirrhinum L. KEIANPINET-
UM

京成バラ園芸株式会社
東京都墨田区押上一丁目12番１号

第27510号
平成24年10月26日

〃 みなみの望
のぞ

み 愛知みなみ農業協同組合
愛知県田原市福江町堂前13の１
愛知県経済農業協同組合連合会
愛知県名古屋市中区錦三丁目３番
８号

第27423号
平成24年９月20日

〃 精
せい

ゆうか 有限会社精興園
広島県府中市鵜飼町531番地８

第27520号
平成24年10月26日

〃 秀
しゆ

こ
う

のえ 佐藤淳一
広島県福山市新市町大字金丸673
番地

第27523号
平成24年10月26日

〃 秀
しゆ

の
う

彩
いろどり

〃 第27524号
平成24年10月26日

〃 秀
しゆ

わ
う

たらせ 〃 第27526号
平成24年10月26日

Clematis L. 流
りゆ

星
うせい

有限会社及川フラグリーン
岩手県花巻市東和町砂子１区403
番地

第27450号
平成24年10月４日

Cymbidium Sw. きまぐれヴィーナ
ス

株式会社河野メリクロン
徳島県美馬市脇町大字北庄562番
地の１

第27533号
平成24年10月31日

Argyranthemum
frutescens (L.)
Sch. Bip.

Bonmadre Bonza Botanicals Pty Limited

244 Singles Ridge Road, Yellow
Rock, NSW 2777, Australia

第27529号
平成24年10月30日

Bidens L. 月
つき

姫
ひめ

金子勝則
岐阜県下呂市萩原町上呂1043番地
１

第27500号
平成24年10月25日

Calibrachoa
Llave & Lex.

CALPRIWI Syngenta Crop Protection AG

Schwarzwaldallee 215, 4058 Ba-
sel, Switzerland

第27445号
平成24年10月２日

〃 CALPRIBUL 〃 第27446号
平成24年10月２日

〃 Sunbelcrem サントリーフラワーズ株式会社
東京都港区芝４丁目17番５号

第27505号
平成24年10月25日

〃 Sunbelkopabu 〃 第27506号
平成24年10月25日

Campanula L. PKMTAK２ GARTNERIET PKMA／S

Slettensvej 215, Anderup, 5270
Odense N, Denmark

第27265号
平成24年７月31日

〃 PKMp10 〃 第27267号
平成24年７月31日

Chrysanthemum
x morifolium
Ramat.

セイマンロー 有限会社精興園
広島県府中市鵜飼町531番地８

第27152号
平成24年６月27日

〃 太
たい

陽
よう

のセオン 沖縄県花卉園芸農業協同組合
沖縄県浦添市伊奈武瀬一丁目10番
１号

第27400号
平成24年９月18日

〃 精
せい

ひかた 有限会社精興園
広島県府中市鵜飼町531番地８

第27414号
平成24年９月19日
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第 ２ の Ｅ の 添 加 物 一 般 の 目 の 次 に 次 の 一 目 を 加 え る 。

亜塩素酸水
亜塩素酸水を製造する場合に原料として用いる塩化ナトリウムは，日本薬局方塩化ナトリウム又は
日本薬局方で定める基準に適合するものでなければならない。

第 ２ の Ｆ の 添 加 物 一 般 の 目 の 次 に 次 の 一 目 を 加 え る 。

亜塩素酸水
亜塩素酸水は，精米，豆類，野菜（きのこ類を除く。以下この目において同じ。），果実，海藻類，
鮮魚介類（鯨肉を含む。以下この目において同じ。），食肉，食肉製品及び鯨肉製品並びにこれらを塩
蔵，乾燥その他の方法により保存したもの以外の食品に使用してはならない。
亜塩素酸水の使用量は，亜塩素酸として，精米，豆類，野菜，果実，海藻類，鮮魚介類，食肉，食
肉製品及び鯨肉製品並びにこれらを塩蔵，乾燥その他の方法によって保存したものにあっては浸漬液
又は噴霧液１‰につき0•40O以下でなければならない。また，使用した亜塩素酸水は，最終食品の完
成前に分解し，又は除去しなければならない。

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 四 百 二 十 五 号

種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 第 五 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 品 種 登 録 出 願 を 受 理 し た の で 、 同

法 第 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 公 表 す る 。

平 成 二 十 五 年 二 月 一 日 農 林 水 産 大 臣 林 芳 正

˜
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